
福岡県

令和５年度12月補正予算（追加提案分）の概要



令和５年度12月補正予算（追加提案分）のポイント

予算編成の考え方

国の総合経済対策に基づく補正予算を最大限活用し、県民の健康・生活を支える医療・福祉施設等
に対する電力・ガス・食料品等の価格高騰対策に取り組むとともに、デジタルの活用をはじめ効率性・生産
性を高めることによる持続可能な社会経済の構築、防災・減災、老朽化対策に取り組む。
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補正予算の規模 （単位：百万円）

・ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 93億円
・ 普通交付税 3億円

（単位：百万円）主な内容

国庫 県債 その他

〇 電力・ガス・食料品等の価格上昇分への支援 8,881 8,881

〇 地域経済の成長・発展と持続可能性の追求 22,408 15,042 6,516 299 551

〇 防災・減災、老朽化対策 43,314 21,507 20,911 686 210

74,603 36,549 27,427 985 9,642合　　計

項　　目 予算額

財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

当初提案分

（第４号）

追加提案分

（第５号）
合計

A Ｂ Ｃ Ｄ E=C+D F=B+E

一 般 会 計 2,197,509 2,265,976 12,518 74,603 87,121 2,353,097

特 別 会 計 982,964 982,964 0 0 0 982,964

計 3,180,473 3,248,940 12,518 74,603 87,121 3,336,061

12月補正予算

区  分
当初予算 現計予算

12月補正後

予算
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電力・ガス・食料品等の価格上昇分への支援

・ 医療施設等 21億862万8千円

［対象施設］病院・診療所（歯科含む）、施術所、薬局、助産所、歯科技工所

［対象経費］電気代（高圧・特別高圧）、都市ガス代、食材費の上昇分

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月（食材費：令和５年10月～令和６年３月）

（歯科技工所は、令和５年４月～令和６年４月）

［補助 額※］病院、有床診療所 8,000円～ 54,600円／床

無床診療所 4,700円～119,400円／施設

施術所、薬局、助産所 2,300円～ 75,400円／施設

歯科技工所 9,700円～ 89,200円／施設

○ 県民の生活・健康を支える医療・福祉・教育施設等に対し、電気代等の上昇分を支援

47億8,324万9千円

※ 対象経費の有無に応じて異なる

医療・福祉・教育施設等への支援

・ 社会福祉施設 23億9,896万8千円

［対象施設］介護施設、障がい福祉施設、児童養護施設、保護施設等

［対象経費］電気代（高圧）、都市ガス代、食材費、燃料費の上昇分

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補助 額※］入所施設 5,100円～26,300円／人 通所系 1,600円～13,900円／人

訪問系 53,700円～71,100円／施設 ※ 対象経費の有無に応じて異なる
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・ 保育施設 8,834万円

［対象施設］私立保育所等、届出保育施設

［対象経費］電気代（高圧）、都市ガス代、燃料費の上昇分

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補助 額※］100円～2,700円／人（私立保育所等は市町村補助額の1/2）

※ 対象経費の有無に応じて異なる

・ 私立幼稚園、私立学校 1億7,911万1千円

［対象施設］幼稚園、小中学校、高等学校、専修学校（高等課程・専門課程）

［対象経費］電気代（高圧）、都市ガス代、燃料費の上昇分

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補助 額※］幼稚園 30円～1,530円／人

小学校 60円～2,160円／人

中学校 50円～1,950円／人

高等学校（全日制） 50円～1,950円／人

高等学校（通信制） 10円～ 210円／人

専修学校 70円～1,670円／人

＜通園バス＞

※ 対象経費の有無に応じて異なる

・ こども食堂 820万2千円

［対象経費］電気代（高圧）、都市ガス代、食材費、燃料費の上昇分

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補助 額※］1,750円～1,790円／回（実施回数に応じて交付）

＜こども食堂＞※ 対象経費の有無に応じて異なる
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○ 特別高圧で受電する中小企業等に対し、電気代の上昇分を支援 17億6,945万8千円

［対 象 者］特別高圧契約で受電する中小企業等

（工業団地や大型商業施設等を経由して受電する場合を含む）

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補 助 額］1.8円／kwh ※国による電気代（高圧）の割引額と同額

生活者・事業者への支援

○ ＬＰガスの使用世帯・事業所に対し、ＬＰガス代の上昇分を支援 18億7,724万9千円

［対 象 者］ＬＰガスの使用世帯・事業所

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補 助 額］1,400円／世帯・事業所 ※ＬＰガス小売事業者に補助し、世帯等の使用料金から減額

○ 地域公共交通事業者に対し、燃料費の上昇分を支援 4億4,575万7千円

［対 象 者］地域鉄道、乗合バス、タクシー事業者

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補 助 率］燃料費の上昇分の１/２
＜地域公共交通＞

○ 農業協同組合に対し、カントリーエレベーター等の燃料費上昇分を支援 511万5千円

［対象施設］共同乾燥調製施設（カントリーエレベーター、ライスセンター）

［対象期間］令和５年10月～令和６年４月

［補 助 率］燃料費の上昇分の１/２

＜カントリーエレベーター＞
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地域経済の成長・発展と持続可能性の追求

地域経済の成長・発展

■中小企業の賃上げを実現

○ 生産性向上を通じた賃上げを支援 1億8,320万9千円

・ 生産ラインの省力化や加工設備の省エネ化などにより、生産性を向上させ、

賃上げに取り組む中小企業を支援

［対象経費］設備導入費、システム構築費 等 ［補助率］２/３

新規

■農林水産業への支援

○ ＡＩを活用し米の新品種開発を加速 3億5,180万円

・ 高温や病気に強い米の品種開発を進めるため、全国初となるＡＩを活用した研究開発設備を

農林業総合試験場に整備

新規

＜生産性向上設備＞

○ 経営革新による賃上げを支援 2億5,244万4千円

・ 経営革新計画により売上を向上させ、賃上げに取り組む中小企業を支援

［対象経費］設備導入費、広報費 等 ［補助率］２/３

新規
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○ 水産物の輸出を拡大 7億1,384万9千円

・ 福岡市中央卸売市場における輸出用水産物冷蔵施設の整備を支援

［補助率］１/３

○ 基幹的道路を整備 72億5,025万円

・ 産業振興の基盤となる基幹的道路網を整備

（国道322号香春大任バイパス（４車線化）、久留米筑紫野線（バイパス整備）ほか）

○ 農林水産業における生産基盤を整備 23億556万4千円

・ ほ場整備や林道開設、漁港の物揚場整備等を実施

■将来の発展基盤の充実

○ 高性能機械・設備導入等により生産性を向上 31億1,016万1千円

・ 農業者の収益力向上に向けた生産体制整備を支援

［対象経費］低コスト耐候性ハウスの導入 等 ［補助率］１/２

・ 県産麦・大豆の生産拡大と生産性向上を支援

［対象経費］団地化や排水性改善等の取組 ［補助率］定額

・ 県産木材の供給力強化を支援

［対象経費］①間伐、路網整備 ②木材加工施設の整備

［補 助 率］①定額 ②１/２

・ きのこ生産者が行う省コスト化を支援

［対象経費］木質バイオマスボイラーなどの省エネ機器の導入 等 ［補助率］１/２

＜バイパス整備＞

＜低コスト耐候性ハウス＞

＜大豆ほ場＞
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■デジタルによる公的サービスの維持・強化

○ 福祉施設における介護ロボット等の導入を支援 2億8,613万9千円

・ 介護サービス事業所、障がい福祉サービス事業所が行う、介護ロボットの導入や

ＩＣＴによる業務改善を支援

［対象経費］ベッドからの移乗や入浴などを支援する介護ロボットの導入等

［補 助 率］３/４

○ こどもの迅速かつ的確な安全確保のための体制を強化 250万8千円

・ 児童相談所の虐待情報管理システムを改修し、県警察と必要な情報を共有

［運用開始］令和６年８月（予定）

新規

社会経済の持続可能性の追求

■直面する人手不足社会への対応

○ 医療・福祉の現場で働く方々の処遇を改善 28億6,932万8千円

・ 看護補助者や介護・障がい福祉サービス事業所の職員の賃上げを支援

［引上げ額］平均6,000円/月 [期間] 令和６年２月～５月

＜介護ロボットによる負担軽減＞
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■社会経済を支える基盤の充実

○ 道路の安全を確保 13億9,145万4千円

・ 通学路の歩道整備や交差点の改良工事等を実施

・ 市街地における道路の拡幅やバイパス整備を実施

○ 都市公園など生活環境を整備 5億1,799万5千円

・ 筑豊緑地野球場における環境にやさしい人工芝への張替

・ 直方特別支援学校ほか2校の空調設備工事を実施 等

○ 港湾機能を維持・強化 7億9,065万円

・ 三池港小型船係留施設の整備や宇島港ほか4箇所の航路浚渫等を実施

○ 障がい者福祉施設の整備を支援 21億1,417万円

・ 障がい福祉サービス事業者が行う施設の新設・改修工事に対する助成
＜航路の浚渫＞

＜通学路の歩道整備＞
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防災・減災、老朽化対策

○ 緊急輸送道路等の整備を推進 127億4,496万6千円

・ 災害時に輸送路となる道路の拡幅や補修、老朽橋の架替等を実施

○ ため池等の安全対策を推進 40億4,395万8千円

・ 老朽化したため池の改修、農業用排水施設の整備等を実施

・ 災害に強い園芸産地づくりのため、事業継続計画（BCP）の策定を支援

○ 洪水・土砂災害防止、港湾の高潮対策等を推進 221億7,296万8千円

・ 河川の護岸、砂防施設、地すべり防止施設等を整備

・ 港湾施設の老朽化対策工事、高潮対策のための護岸等を整備

○ 既存盛土の分布状況を把握 4,635万6千円

・ 盛土規制法に基づく既存盛土の分布状況把握のための基礎調査を実施

○ 水道の安全対策を支援 39億9,408万1千円

・ 水道事業者が行う水道の耐震化工事等に対する助成

＜砂防施設の整備＞

＜護岸の整備＞

＜橋りょうの架替＞



（参考）〇 電気代等高騰対策における施設別補助単価一覧（下半期分）

10
※ （ ）内は上半期分で外数

補助単位
電気代

（特別高圧）

電気代

（高圧）
都市ガス代 食材費 燃料費

床 45,600円 12,300円 1,000円 8,000円 -

施設 114,700円 36,000円 4,700円 - -

施設 73,100円 30,100円 2,300円 - -

施設 -
（49,400円）

30,100円

（7,400円）

2,300円
- -

人 - 5,100円 400円 20,800円 -

人 - 2,500円 200円 6,900円 4,300円

      授産施設 人 - 1,600円 - - -

施設 - 16,200円 1,200円 - 53,700円

保育施設 人 - 1,800円 100円 - 800円

人 - 700円 30円 - 800円

人 - 1,300円 60円 - 800円

人 - 1,100円 50円 - 800円

人 - 1,100円 50円 - 800円

人 - 200円 10円 - -

人 - 1,600円 70円 - -

実施回 - 30円 10円 1,230円 520円

社会福祉施設

入所施設

通所系

訪問系

施術所、薬局、

助産所

施設区分

医療施設等

病院・有床診療所

無床診療所

歯科技工所※

こども食堂

私立保育所等、

届出保育施設

私立幼稚園

私立学校

幼稚園

小学校

中学校

高等学校

（全日制）

高等学校

（通信制）

専修学校


